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&，見事な開花をし，庭園木，公園樹，街路樹と

して用いられている。沖縄在来のサクラはこれの

糸で，１月下旬より２月中旬頃に紅色，淡紅色の

花を－せいに開き，１週間位で落下する。花後だ

円形の核果を結び，長さ1c〃内外の大きさとなる。

熟して紅色後暗紫色になり落下する。果肉を除い

た種子は長さ７～８ｍｍで硬く，中に胚，子葉を内

蔵している。

３．実験試料、実験方法

昨年４月中旬琉大与那演習林において採集した種

子２１を用いた。

（実験Ｉ）

５月30日実験開始，種子を水洗，蔭干しにて乾

燥させ，ビニール袋へ500粒あて詰め，家庭用冷

蔵庫の下段（６～８°Ｃ）に１週間から５週間低

温処理を行なった。処理済みの試料は，発芽状況

観察のため発芽Ⅲへいれたが，１ケ月後屋外の植

木鉢へ播種し，時を潅水を行なった。６月以降１

１．まえがき

桜の花も散り，サクランボが実る季節となっ

た。花期が短かいように実の熟し方も早く，地方

によっては種子採取もすんで，播種された方々も

多いと思う。サクラ属の種子は硬く，一般的方法

では約１年目の翌春３月頃に発芽するのが普通で

ある。その間除草，潅水などの手入れ不足となれ

ば全滅させ，その努力を無にすることが度交であ

る。筆者達は簡易な方法により，発芽促進実験を

行ない，幾分かの成果を得たので，サクラ愛好者

へ参考に供したい。

２．ヒカンザクラ（Prunuscampanulate

maxim）について

緋寒桜，または寒緋桜は，国頭，久米島，八重

山に自生し，殊に石垣市吉原の群落は天然記念物

に指定されている。天然分布は沖縄から台湾，ヒ

マラヤにまで生育しているといわれているが，近

年栽培が容易のため，那覇，中南部地区において

処理４週間の発芽状況処理３週間の発芽状況
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